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日本企業の環境報告書の現状と課題

一 「消費者のための 企業環 境パフォーマ ンス

及び商品評価」 調査結果より 一

角 田 季美枝

（グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム 共 同 コ ー デ ィ ネ ー タ ー）

は じ め に

本 稿 で は、 グ リ ー ン リ
ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム１）と バ ル デ ィ ー ズ 研 究 会 グ リ ー ン コ ン

シュ ーマ ー研究会 の合同調査 「消費者のための企業環境パ フォ ーマンス及 び商品評価」 （以下、

合同調査） の 結果 の一 部を紹介しながら、 今後の日本企業 の環境報告書の発展について若干 の

考察を述 べる。

Ｉ 合同調査 の概要

１． 調
査 目 的

合 同 調 査 で は、 環 境 を 配 慮 し た 生 活 様 式 を 実 行 す る グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー の 立 場 か ら、 企

業 の 環 境 報 告 書 の 現 状 と 今 後 の 方 向 性 に つ い て 検 討 し た。 調 査 は、 ８ 人 の メ ン
バ ー に よ っ て、

１９９７年８月 から９８年５月にか けて行わ れた。 な お、 本調査 は ㈱ 消費生 活研究 所の研究 助成

金 を 得 て、 行 わ れ た。

なぜ環境報告書という媒体に注目 して調査 を行ったのかにっいて は、 以下 のような間題意識

が 背 景 に あ る。

環境報告書は組織の活動に伴う環境負荷の 実態報告や負荷削減の改善 状況 を情報公開する媒

体 で あ る。 日 本 で も こ こ 数 年、 公 表 す る 企 業 が 増 え て い る。 ま た、 環 境 報 告 書 の 表 彰 制 度 も、

「環 境 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 大 賞」 （全 国 環 境 保 全 推 進 連 合 会）、 「グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ ア

ウ ォ ー ド」 （グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム、 東 洋 経 済 新 報 社） が 創 立 さ れ、 表 彰 結 果

が公表さ れた。 さらに、 環境報告書の公表支援や 作成者と読者の対話を目的と した環 境報告書

ネ ッ ト ワ ー ク も 発 足 し た。 こ の よ う に、 環 境 報 告 書 公 表 を 促 進 す る 気 導 も 出 て い る。

一方、 消費者が環境
を配慮した生活様式を送る には、 意思決定するための情報 が不可欠であ
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り、 そ れ は 多 種 多 様 で あ る こ と が 望 ま し い。 し
か し、 企 業 の 発 信 す る 情 報 は 概 し て 商 品 の ＰＲ

情報が多い。 また、 発せ ら
れる情報を消費者 自身 が検証することも困難である。

そのような状況で、 消費者に
とって企業の環境 に関する取り組みを比較的客観 的に 知る こと

ができる媒体が環境報告書で はないか。 また、 そ のような方向に発展する可能性 はな いのだろ

うか。 このような観点で、 企業 の環 境報 告書 に
着目し、 現状の把握をまず行うこ とを目的とし

て、 調 査 に 取 り 組 ん だ の で あ る。

２、 調 査 内 容

合 同 調 査 で は、 ３ 種 類 の 調
査 を 行 っ た。

（１〕 環境 報告書に関す るアンケート調査

１。〕 調 査票１ 「環境報告書に関するア ンケート」 ：調査対象 とした全業種共通の郵送調査。

発 送 数 ５１１ （有 効 発 送 数 ５０７）。 回 答 数 １０８、 回 答 率 ２１．３％。

（ｂ） 調 査 票 ２ 「 グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー と 環 境 報 告 書 に つ い て の ア ン ケ ー ト」 ： 重 点 業 種 と

した３業種 （自動車組立製造業、 家電製晶製 造業、 流通小売業界） を対象
とした郵送調査。

発 送 数 は 自 動 車 業 界 １８ （３）、 家 電 業 界 ７ （６）、 流 通 ・
生 協 １２８ （２９） で あ っ た （カ ッ コ

内 は 回 答 数、 回 答 率 ２４．８％）。

ｌｃ） 調査票３ 「環境に配慮 した品 ぞろえに 関す るアンケート・情報提供のお願い」 ：環境 に

配慮 した商品の基準、 環境に関する消費 者向け資料および環境方針
・環境マネ ジメ ントシ

ス テ ム ・ 環 境 監 査 に 関 し て、 流 通 ・ 生 協 各 社 に 情 報 提 供
を 依 頼 し た。

（２〕 環 境 報 告 書 の ペ ン チ マ ー キ ン グ

調査票 １の 依頼 状に て各 企業に公 表している最新の環境報告書の提供を依頼 した。 提供さ れ

た環境報 告書 の中から、 環 境負 荷削 減の取り組
みと して 「優良」 と思われる事例 を選ん だ。

項 目は、 （１） 基礎的項目 （
会社概要や環境報告書 の内 容の 一貫 性、 照会先、 双方向性

など

報告書を読むにあたっての基礎的な知識に関する項目）、 （２） 共通項 目 （報告書の
内容のうち、

どの業種にも共通する環境方針・目的、 体制、 計画な どの項 目）、 （
３） 独自項目 （業界の特性

を反映した環境パフォ ーマンスに関する項目） の３種類を大項 目として設定した。 また、 独自

項 目 に っ い て は、 （１） 流 通 ・ 生 協、 （２） 製 造、 （３） 電 力 ・
ガ ス、 （４） 建 設 の ４ 業 種 の 分 類

で 検 討 し た。

１３〕 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス 調 査

環境報告書の記載の裏付けのひとつと して、 消費 者に
身近な企業から、 環境

パフォーマ ンス

の 実 態、
取 り 組 み、 目 標 等 に つ い て、

キ リ ン ビ ー ル 横 浜 工 場、 日 本 電 気 相 模 原 事 業 場、 イ ト ー

ヨ ー カ 堂 相 模 原 物 流 セ ン タ ー の ３ つ の 現 場 を 訪 問 ・ ヒ ア リ ン グ し た。

本稿で は紙面の関係か ら、 ｌ１〕（・〕の結果について主要な 部分を紹介したい。 （１〕（・）にっ いて紹

介できなかった項目や他の調 査結 果につ いては調査報告書を参照されたい
２㌧



臼 本 企 業 の 環 境 報告 書 の 現 状 と 課 題 ２３

■ 「環境報 告害に関するア ンケー ト」 結 果について

１． 回収状況
およ ぴ環境報告害作 成・ 公衰状況 （表１）

各 業 種 か ら 売 上 高 の 高 い 企 業 を 選 び、 ア ン ケ ー ト を 発 送 し た （１９９７ 年 １１ 月 ５ 日。 た だ し 流

通 ・ 生 協 は １１ 月 １１ 日）。

業種数にば らつきがあるの は、 過 去の 調査 （
バルディー ズ研究会にお ける ２回の 「環境に関

す る ボ ラ ン タ リ ー ・ プ ラ ン」 収 集 ・ 分 析 の ブ ロ ジ ェ ク ト、
バ ル デ ィ ー ズ 研 究 会 十 環 境 監 査 研 究

会 「環境報告書を読む プロジェクト」） およ びＩＳＯ１４００１認 証取得企業 （１９９７年８月 現在） か

ら・ 環境報告書
を作成 している企業の多 い業種の現状だけではなく・ そ

れ以外の 業種 の現 状を

把握するために、 調査費用の限界 も勘案 して 増やしたことによる。 特に消費者に 身近な製 品・

サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 業 種 （繊 維、 食 晶、 化 粧 品 ・ 家 庭 用 晶、 住 宅、 ホ テ ル） に 広 げ た と こ

ろに今回の発送の特徴がある。

発 送 総 数 は ５１１ 件 だ っ た が、 宛 名 不 明 で ４ 件 戻 っ て い る た め、 有 効 発 送 数 ５０７、 有 効 回 収 率

は ２１
．
３ ％ で あ る 。

なお・ 明 らかに環境 報告書 を作成 している と思わ れる企 業につい てはその 後の電 話督促を

行ったところ、 ほとん ど回 答と環境 報告書の提供があった。 「環境報告書を作成 して いる が、

公表していない」 と回答のあっ た企 業を 含めると、 環境報告書を 作成 している企業は６０ であ

表 １ ア ン ケ ー ト 回 収 状 況

ア ン ケ ー ト 送 付 数 回 収 数 作 成 し て い る が
報告書提供数

（有 効 送 付 数） （回 収 率） 未 公表 の 企 業 数

流 通

百 貨 店

ス ー パ ー

コ ン ビ ニ

生 協

製 造

食 晶

繊 維

化 粧 品 ・ 家 庭 用 晶

医 薬 晶

機 械

電 機 ・ 精 密 機 械

自 動 車 ・ 輸 送 用 機 器

電 力 ・ ガ ス

建 設

住 宅

ホ テ ル

９９

２８

６３

８

２９

３１５

６１

２１

６２

２４

４３

７６

２８

１２

１０

１０

３６

１８

２

１４

２

１３

６２

９

４

１４

３

７

２１

４

８

７

０

０

５１１ １０８ ５１

（５０７） （２１
．
３９る）
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り、 回 答 企 業 の 作 成 率 は ５５．６％ で
あ る。 ま た、 作 成 し て い る が 公 表

し て い な い と 回 答 の あ っ

た企業以外に も、 当方の示
した環境報告書の定義 （「全社あるい は個別サイ トや営 業区域の事

業活動における環境問題、 環
境 負荷削減の取り組みおよ びその進展状況につい て定期的に作成

する文書」） とは異なるものを環境報告書と して作成している企業も数社あり、 そ れを含
めれ

ば こ の 数 字 は も っ と 大 き く な る。

おお ざっ ぱにいって、 回答
いただいた企業の約６割の企業 は環 境報 告書 を作成しているとい

う 状 況 と お さ え ら れ よ う。

ちなみ に、 環境報告書
を提供いただいた企業は以下の とおりで ある （そ れぞれ５０音 順）。

な

お、 日 本 コ ダ ッ ク
か ら 提 供 さ れ た の は、 コ ダ ッ ク 本 社 の 環 境 報

告 書 （英 文） の み で あ っ れ

○ ス ー パ ー ： イ ズ ミ ヤ、
イ ト ー ヨ ー カ 堂

、
い な げ や

、
ジ ャ ス コ、

西 友
、
ダ イ ェ ー、

平 和 堂
、

マ イ カ ル

○ 生 協 ： 京 都 生 協、 コ ー プ こ う べ、 コ ー プ と う き ょ う、
さ い た ま コ ー プ、 東 京 マ イ コ ー プ、

み や ぎ 生 協、 ユ ー コ ー プ 事 業 連 合

○ 食 晶 ： ア サ ヒ ビ ー ル、 キ リ ン
ビ ー ル

○繊維：東 レ

○医薬品：大日本製薬

○ 化 粧 晶 ・ 家 庭 用 品 ： 花 王、 コ ニ
カ、 資 生 堂、 ラ イ オ ン

○機械：荏原製作所

○ 電 機 ・ 精 密 機 械 ： ＳＩＩ
，
ＮＥ Ｃ，

Ｎ ＥＣ ホ ー ム エ レ ク ト ロ ニ ク ス
、
キ ヤ ノ ン

、
ソ ニ ー、

日 本

ＩＢ Ｍ、 日 本 コ ダ ッ ク、 日
本 ＨＰ、 富 士 通、 松 下 電 器

○ 自 動 車 ： 日 産、 日
産 デ ィ ー ゼ ル、 本 田 技 研

○ 電 力 ・ ガ ス ： 大 阪 ガ ス、 九 州 電 力、 四 国 電 力、 中 国 電 力、 中 部
電 力・ 東 京 ガ ス・ 北 海 道 電

力、 北 陸電 力

○建設： 大林 組、 鹿島、 清水建設、 佐藤工業、 大成建設、 竹中
工務店

２． ア ン ケ ー ト 設 問
（表 ２）

設 問 の 概 要 は 表 ２ の と お り で、 分 量 的 に は Ａ ４ 判 ９
ぺ 一 ジ で あ る。 何 も 断 り 書 き が な い も

の は １ っ を 選 択 回 答 し て も ら っ た。

３． 環境報告■
の公表開始年 （表３）

公 表 は １９９３ 年 か ら 増 え て い る こ と が 窺 え る。 作 成 し て い る が 公 表 し て い
な い 企 業 ９ 社、 現

在作成していない企業４８社 に公表の予定を尋ねたところ、 約７割の４１社が公表予定と回答 し

て い た。 今 後、 公 表 す る 企 業 は さ ら に 増
え る 傾 向 に あ る。



日 本 企 業 の 環 境 報 告 書 の 現 状 と 課題 ２５

表 ２ ア ン ケ ー ト 設 問 一 覧

● フ ェ イ ス シ ー ト

● 環 境 報 告 書 の 現 状 につ い て

＊ 環 境 報 告 書 を作 成 し て い る か ／ い な い か

＊ （作 成 企 業 に の み） い っ か ら 作 成 し て い る か

＊ 環 境 報 告 書 を 公 表 して い る か

＊ （公 表 企 業 に の み） いつ か ら 公 表 し て い る か

＊ （未 公 表 企 業 にの み） 公 表 の 予 定 は あ る か ／ な い か

＊ （未 公 表 企 業 に の み） 公表 さ れ な い 理 由 は 何 か （複 数 回 答 可）

＊ 発 行 の 頻 度 は どの く ら い か

＊ 配 布 対 象 は どこ か （複 数 回答 可）

＊ 個 別 サ イ トの 環 境 報 告 書 を 公 表 し て い る か

＊ 個 別 サ イ トの 環 境 報 告 書 を公 表 す る 意 義 が あ る と 思 わ れ る か （そ の 理 由 につ い て自 由 回答）

＊ （世 界 規 模 で 事 業 活 動 して い る企 業 に） 営 業 地 域 別 の 環 境 報 告 書 を 公 表 して いる か

＊ （世 界 規 模 で 事 業 活 動 して い る 企 業 に） 営 業 地 域 別 の 環 境 報 告書 公 表の 意 義 が あ る と 思 う か （そ の

理 由 に っ い て 自 由 回 答）
＊ 環 境 報 告 書 作 成 ・ 公 表 の プ レ ス リ リ ー ス を 作 成 し て い る か

＊ 直 近 の 営 業 報 告 書 （年 次 報 告 書） に 環 境 に 関 す る 報 告 が あ る か

＊ 環 境 報 告 書 を 公 表 す る 意 義 は何 か （複 数 回 答）

＊ Ｗ Ｗ Ｗ ホ ー ム ペ ー ジ な ど 電 子 媒 体 で も 提 供 して いる か

＊ （電 子 媒 体 で 提 供 して いる 企 業 に） 提供 さ れ て い る 内 容 は 何 か

＊ （電 子 媒 体 で 提 供 して いる 企 業 に） 電 子 媒 体 の 環 境 報 告 書 の 編 集 方 針 は紙 媒 体 の そ れと 同 じか

＊ （電 子 媒 体で の 提 供 企 業 の う ち 前 間 で 「違 う 方 針」 と 回答 し た企 業 に） そ の 理 由 に つ い て 教 え て く

だ さ い （自 由 回 答）

＊ （電 子 媒 体 で 提 供 し て い な い 企 業 に） し て い な い 理 由 は 何 か

● 最 新 の 環 境 報 告 書 に つ い て
＊ ブ ァ ク ト シ ー ト （環 境 報 告 書 の 名 前、

ぺ 一 ジ 数
、
判 型
、
発 行 年 月

、
発 行 部 数

、
作 成 部 署

、
電 子 媒

体、 外 国 語 版、 地 域 版）

＊ 編 集 上 の ポ イ ン ト （自 由 回 答）

＊ 強 調 さ れ た 内 容 お よ び今 後 強 調 した い 内 容 （複 数 回 答）

＊ 作 成 で 苦 労 し た 点 （複 数 回 答）

＊ 公 表 し て 結 果 と して 良 か っ た 点 （複 数 回答）

＊ 読 者 か ら の 反 響 （自 由 回 答）

● 環 境 報 告 書 を 作 成 して い な い 企 業 の 今 後 に つ い て

＊ 作 成 の 予 定 は あ る か

＊ い つ ごろ 作 成 の 予 定 か

＊ 作 成 し な い 理 由 は 何 か （複 数 回 答 可）

● 全 回 答 者 に ： 環 境 報 告 書 の 今 後 の 傾 向 につ い て

＊ 環 境 報 告 書 の 外 部 監 査 に つ い て の 意 見 （自 由 回答）

＊ 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス 報 告 を 記 載 す る こ と に つ い て の 意 見 （自 由 回 答）

＊ 環 境 報 告 書 の 表 彰 制 度 に つ い て の 意 見 （自 由 回答）

＊ 環 境 報 告 書 の 標 準 化 ／ 法 制 化 に っ い て の 意 見 （自 由 回 答）

● 本 ア ン ケ ー ト ヘ の 意 見 （自 由 回 答）

（注） 実 際 の ア ン ケー ト に は ● の よ う な 小 見 出 し が 付 い て い る 訳 で は な く・ 回 答 者 を 混 乱 さ せ て しま っ た と こ ろ も一 部 で

は あ る が、 見 受 け ら れ た。 ま た、 設問 の 文 章 や 回 答 項 目 に つ い て も 当 方 の 意 図 が 伝 わ っ て い な い と 思 わ れる 回 答 も

わ ず か だ が 見 受 け ら れ れ 今 後 も こ の 種 の ア ン ケ ー ト を 継 続 した い と 思 っ て いる が・ 適 切 な ア ン ケー ト設 計 は 今 後

の 課 題 と し て 大 き い。

表 ３ 環 境 報 告 書 を最 初 に公 表 し た 年

Ｎ １９８９ 以 前 ９０ ９１ ９２

流 通 ８ ２

生 協 ７ １

製 造 ２２ １ １

電 カ ガ ス ８

建 設 ６

小 計 ５１

９３ ９４ ９５ ９６ ９７ ｎ
．
ａ
．

１ １

１ ２

４ ６

１ ３ １ ６ １４ ６ ９ ９ １



２６ 社 会 関 連 会 計 研 究 第 １１ 号

４． 環 境 報 告 害 の 配 布
先 （表 ４， ５）

回答結果から総 じて社内より社 外に環境報告書を配布 していることが窺え 乱 どの業 種も共

通に、 環境
報告書を社外 への 環境 に関する媒体としてと らえていると いえ よう。 こ の点は最新

の環境報告書について発 行部 数を尋ねた問いの回答結果 （建設 以外の業種で 「５００１～」 との

回 答 が も っ と も 多 か っ た） か ら も 窺 え る。

一方、 社外への配 布にっ いては、 どの業種も
共通に 「顧客」「消費者団体・環境団体」「マス

メ デ ィ ア」 が 多 い。 ま た、 希 望 者 へ の 配 布
が 高 い こ と も 特 徴 で あ る。 さ ら に、 「電 力

・ ガ ス」

の 「行政関係者」、 製造業 の 「顧客」 はそれ
ぞれの業種特性 を反映した回答といってよいだろ

つ ｏ

なお、 欧
米企 業においては環境報告書は投資家 も意識 した媒体である。 たとえば・ 欧米企業

１２ 社 に 環 境 報 告 書 の 主 要 な 読 者 層 を 尋 ね た イ ギ リ ス の コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 ＳｕｓｔａｉｎＡｂｉ１ｉｔｙ

社 と ＵＮＥＰ （国 連 環 境 計 画） の １９９６ 年 の 共 同 調 査 結 果 で は、 ＢＰ は グ リ ー ン
ピ ー ス な ど の 環

境 団 体、 ノ ヴ ォ ・ ノ ル デ ィ ス ク は 株 主
を 主 要 な 読 者 の 筆 頭 に 挙 げ、

バ イ エ ル、 ＢＰ
な ど は メ

表 ４ 社 内 の 配 布 先

回 答 ＮＯ．
〔州 ２ ３ ４ ５ ６ そ れ 以 外（‡！〕 未 記 入

流 通

生 協

製 造

電 力 ・ ガ ス

建 設

１０

７

２９

８

６

小 計 ６０ ８ ５ ３ １１ ７ １３ ３ １０

（注） ＊１＝回 答 Ｎ０．
の 内 容 は

、
１ １ 管 理 職 の み、 ２ ： 社 員 （配 布）、 ３ ： 社 員 （回 覧）、

４ ： 社 員

（記 布 も しく は 回 覧） 十 子 会 社 ・ 関 遵 会 社 の 管 理 職、 ５ １ ４ ＋ 子 会
社 ・ 関 連 会 杜 の 社

員 （配 布）、
６ ： ４ ＋ 子 会 社 ・ 関 連 会 杜 の 社 員 （回 覧） で あ る。

＊２＝ 回 答 ＮＯ．
の ２ 箇 所 に 該 当 す る と の 記入 の あ っ た 企 業 で あ る。

表 ５ 社 外 の配 布 先 （複 数 回 答）

消費者団体
Ｎ 株 主 頑 客 マ ス メ デ ィ ア そ の 他 ’・ 環 境 団 体

流 通

生 協

製 造

電 力 ・ ガ ス

建 設

８ ６

７ １

２２ ２１

８ １

６ ５

８

２

１５

２

４

６ ５

３ ７

１３ １１

３ ７

４ ４

小 計 ５１ １５ ３４ ３１ ２９ ３４

（注） ＊ ＝ そ の 他 の 内 訳 （複 数 回 答、
順 不 同） は 以 下 の と お り で あ る。

流 通 希 望者 ２、
自 治 体 １

、
行 政 ２

生 協 希 望 者 （個 人） １、 希 望 者 （団 体） １、 行 政 １、 自 治 体 ３、 総 代

会３
、
委 員 １
、
組 合 員 １、 組 合 員 環 境 モ ニ タ ー １、 取 引 先 ２

製 造 希 望 者 （社 内 外） ５、 大 学 ・ 研 究 所 ・ 学 校 ２、 業 界 団体 １、 取 引

先 １
、
自 治 体 ２、 工 場 見 学 者 １、 グル ー ブ 各 社 １、 展 示 会

１

電 力・ ガス 行 政 機 関 ２、 省 庁 １、 通 産 局 １、 自 治 体 ３、 関 係 団 体 １、 展 示 会

１
、
一 般 １、 学 識 者 ２

建 設 業 界 団 体 １、 希 望 者 （社 外） ４、 展 示 会 等 １



日 本 企 業 の 環 境 報 告 書 の 現 状 と課 題 ２７

デ ィ ア も タ ー ゲ ッ ト で あ る と し て い る。 こ の 調 査 で は、 総 じ て 優
先１順 位 の 高 い 読 者 層 は、 顧 客、

行 政 当 局、
サ プ ラ イ ヤ ー、 金 融 機 関 （な か ん ず く 保 険 業） で あ り、 市 民、 Ｎ

ＧＯ や メ デ ィ ァ な

どの一般 的な関心 層の地位 は、１９９４年に同様 の調査を 行った時 より低く
な ったという 結論を

導 き 出 し て い る （Ｅｎｇａｇｉｎｇ Ｓｔａｋｅｈｏｌｄｅｒｓ，
２ Ｔ ｈｅ Ｃａｓｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ，

Ｔ ｗｅ１ｖｅ ｕｓｅｒｓ ｒｅｓｐｏｎｄ ｔｏ

ｃｏ ｍ ｐａｎｙ ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔａ
ｌ ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ，

ＳｕｓｔａｉｎＡ ｂｉ１ｉｔｙ／Ｕ ＮＥＰ，
１９９６）

。
筆 者 が セ ミ ナ ー や 取 材

などで個別企業の環境報告書担 当者にヒアリン グした感触では、 従業員を読者に想定 して い
な

い （ＢＰ）、 金融機関や株主
が主要読者であり消 費者を読者に想定していない （エ レク トロラッ

ク ス） な ど、 配 布 先 に 明 確
な コ ン セ プ ト を も っ て い る 企 業 も み ら れ る よ う だ。

このような 欧米 企業の状況が全般的な傾向であるとするな らば、 本合 同調 査のアンケートの

回答か らは、 日本にお いては 「株主」 「金融機関」 を 特に
意識 しているとは読み取れず、 対照

的である。 この対 照性は、 今後の日本の環境報告書の発展 につ
いて日本独自の方向があること

を感 じさ せる点であり、 さらなる考察が必要
と思われる。

さ らに合同調査では、 別の設間で営業報告書につい て環
境 に関す る記載をしているかどうか

も尋ねたが （筆者注：結果と して複数回答になっ てしまっ た）、 全回答６０のうち 「環境の取り

組みにつ いて言及 している」３２、「環境報告書発行の記載
がある」 ７であり、「報告なし」１８、

「その他」 ８、「回答な し」 ２であった。 この 設間の検討では、 他
の調査と比較すること もでき

ず 「言及 しているともいないと もい いき れな い」 となり、 報告書には事実のみを記すことと し

た。 ただ、 筆者個人の感触 は 「意外 と言 及してい
ない」 というものであり、 営業報告書と環境

報告書の読者を区別 しているよう に思わ れた。 この点は
今後の掘り下 げてみたい課題である。

５
．
作 成 部 暑 （表 ６）

最新の環境報告書 につ いて作成部署はどこかを尋ねた。 回答結果は圧倒的に 「環境部 門」 で

あ っ た （環 境 部 門 単 独 は 全 回 答 の ７８．４％、 他 の 部 門 と 共 同 と の 回 答 を 入 れ る と 同 ８６・３％ 九 こ

の 結果 を調 査報 告 書で は、 「環 境部 門
が環境 負 荷の 実績 や削 減の 取り 組み にっ い て管 理 し、

デ ー タ を と っ て い る た め と 思 わ れ る」 と 分 析 し た。

ま た、 作成しない理由・公表
しない理由が社内体制にあることを窺 える 回答も別の設問から

窺え るので、 併せて紹介する。 それは環境報告
書を作成 しな い理 由 （複数回答可） にっ いての

表 ６ 環 境 報 告 書 の 作 成 部 署

Ｎ 広 報 環 境 総 務 そ の 他 環 境 十 そ の 他 未記 入

流 通 ８

生 協 ７

製 造 ２２ ３

電 力 ・ ガ ス ８

建 設 ６

６ １

６

１５ ４

７

６

小 計 ５１ ３ ４０ １ ２ ４
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回 答 で あ る。 回 答 が あ っ た 企 業 数 は 流 通 ７、 生 協 ２、 製 造 ２２、 建 設 １ の ３１、 回 答 数 は ６２ で

あ っ た。 ６２ の 内 訳 は 多 いｌ１噴に、 「デ ー タ を 収 集 で き る 体 制 に
な っ て い な い」 ２０、 「環 境 マ ネ

ジ

メ ン ト シ ス テ ム を ま だ 構 築 し て い な い」 １９、 「ス タ ッ フ が 足 り
な い」 １４、 「他 の 資 料 で 間 に 合 っ

て い る」 ４、 「必 要 を 感 じ て い な い」 ４、 「そ の 他」 ２ （「意 識 が な い」 「ＥＴＳ （エ ン タ ー プ ラ

イ ズ ・ テ ク ノ ロ ジ ー ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン） に よ る 環 境 貢 献 シ ス テ ム を 構 築 中」） と な っ て い る。

また・ 公 表しない理由につ いても尋ねたところ （複数回答可）・ 回答があった企業数 は３ で・

回答 数は ３。 理由 はそれ ぞれ 「公 表す るに は内 容が不 十分」「公表 する まで の条件 ・内 容が

整 っ て い な い」 「概 要 は デ ー タ バ ン ク に 掲 載 さ れ て い る」 と な っ て い た。

６． 騙 集
上 の ポ イ ン ト

環境報告書公表企業に・
編集 上のポイ ントを尋ねた （自由回答）。 回答企業数 は、 流通 ７、

生 協 ６、 製
造 ２１
、
電 力 ・ ガ ス ６、 建 設 ５ と、 非 常 に 多 く の 企 業 か ら 回 答 を 得 た。

回答でもっとも多かったの は 「わ かり やすい報告 （写真や図表の多用な ど）」 で、 流通３社、

電 力 ・ ガ ス ５ 社、 製 造 ６ 社、 生 協 １ か ら 回 答 が あ っ た。 そ の 他 の 回 答 で 目 に つ い た の は、 「体

系 的 な 報 告」 ５ 社、 「社 員、 関 係 者 へ の 教 育 ・ 啓 蒙」 ３ 社 で あ る。 逆 に、 回 答 が １ 社 し か な い

が目を引いた回答には、 「報告書その ものの省資源」 「監査報告書やその所見の全文掲載」 「環

境 ビ ジ ネ ス と 環 境 マ ネ ジメ ン ト の 両 立」 と い う も の が あ っ た。 そ の 他、 複 数 の 企 業 か ら 「簡 潔

さ」「年 次推 移や継続性」 「数値化」「正確さを期す」「方針の明確化」 といった回答があっ た。

全体的な傾向と して は、（１） 企業姿勢や報告方針を示す 内容 と、 （２） 実績を示す内容の２

つ に 分 け ら れ る の で は な い だ ろ う か。

前者に分類できる回答と して は、 「最新 の実績を紹介する」 「体系的な報告をする」 「数値化

する」 「わかり やすい報告」 「簡 潔な報告」 「年次推移や継続 性を 伝え る」 「正確さを期す」 な ど

が あ る。

この点は 「苦労 した点」「環境報告書を公表する理由」 の 回答 内容とも相関関係がみられた。

公表する理由 （複数回答） と して は、 「環境に関する実 態を 正確に伝 えるため」 が回答数５２の

うち４６ と約 ９割を占め・ 最 も高 い回答だっ れ 次に多かっ た回答は 「環境に関する企業努力

を 社 会 に 評 価 し て も ら う た め」 同 ２７ で 約 ５ 割 と な っ て い た。

しかし、 提供された環境報告書の ほとん どは、 環境負荷項目が少なく、 数値の公表 も少なく、

目標の設定もないものであっ れ 文章 の語尾も 「努めます」 「めざします」 等スロー ガン的な

言葉遣いが多く散見される もの もあった。 担 当者の意欲と報告内容の実態がずれているようで

あ る。 そ の 原 因 は ど こ に あ る の か に つ い て は 今 回 は 掘 り 下 げ る こ と は か な わ な か っ た。

一方・ 後者の 「実績報告」 に分類でき る回答の多く は・ 具体的な項目 （方針・ 体制・ 計画・

目標の進捗状況、 ＩＳＯ１４００１の認証取得、 次年度 の活動等） を挙 げて説 明さ れている。 報告内

容の重点項目にっいて は次項も参照さ れたい。
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７． 重 点 記 載 項 目 （表 ７， ８）

環境報告書公表企業に、 重 点記 載項 目につ いて尋ねた。

ま ず 現 在の 重 点 記 載 項 目で は、「現 業部 門の 環 境 負荷 削 減 の 実 績」 が 流通
８７．５％、

生協

７１
．
４ ％
、
製 造 ８６１

４ ％
、
電 力 ・ ガ ス ７５

．
Ｏ％
、
建 設 ８３

．
３ ％ と

、
高 く 挙 が っ て い る 。

ま た
、
製 造 で は

全社が 「環境方 針・ 目的」 を、 電力・ガスでは 「環境行動計画」 を挙 げている のが目を引 いた。

ただ、 提供され た環 境報 告書 とこの項目の回
答とのっきあわせ は十分行わ れてお らず、 今後の

検 討 課 題 と し て 残 っ て い る。

一方、 今後の 重点記載 項目では、 項目
と して高い回答 はそれほ どみ られない。 建設が他業界

と異なる項 目を 挙げてお り、 特に第
三者認証を含めて システム項 目重 視志 向が窺え ること、 流

通と生協 に 「財務情報」 との回答があることが目を引いた。 報告書の 記載 としては店頭回収・

表 ７ 現 在 の 重点 記 載項 目 （複 数 回 答； 上 位 ３ 位） （カ ッ コ 内 回 答 数）

流 通 （８ 社）

第 １ 位 ： そ の 他 （９）‘
１

第 ２ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （７）

第 ３ 位 ： 環 境 方 針 ・ 目 標 （５）

生 協 （７ 社）

第 １ 位 ： 環 境 マ ネ ジ メ ン ト、
環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （５）

第 １ 位 １ 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （５）

第 ３ 位 ： 環 境 方 針 ・ 目 的 （４）

製 造 （２２社）

第 １ 位 ： 環 境 方 針 ・ 目 的 （２２）

第 ２ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （１９）

第 ３ 位 １ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト、
環 境 マ ネ ジメ ン ト シ ス テ ム （１７）

電 力 ・ ガ ス （８ 社）

第 １ 位 ： そ の 他 （１１）ψ

第 ２ 位 １ 環 境 行 動 計 画 （８）

第 ３ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （６）

建 設 （６ 社）

第 １ 位 ： そ の 他 （９）閑

第 ２ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （５）

第 ３ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 目 標 （４）

（注） ｒそ の 他」 は複 数 回 答 の た め、
回 答 企 業 総 数 を 上 回 る 数 字 と な っ て い る。

な お、 内 容 は 以 下 の
と お り で あ る。

刈 ＝「小 売 業 と し て の 本 来 の 業 務 の な か で 意 味 の あ る 形 で 環 境 負 荷 を 減 ら

す こ と」 ｒ環 境 負 荷 低 減 活 動 の 前 年 と の 比 較」 ｒビ ジ ュ ア ル な 表 示 方

法」 「情 報 公 開」 「１９９８ 年 度 の 目標」 ｒ環 境 ・ 人 に や さ しい ラ イ フ ス タ

イ ル 展」 「パ ー トナ ー シッ プ」 「環 境 監 査」 ｒ自 主 的 な 取 り 組 み に っ い

て」

・２＝「会 社 全 体 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 ・ 目 標」 ｒ環 境 保 全 の 研 究 開 発」 ｒ地

域 と 一 体 に な っ た 環 境 保 全 活 動 の 推 進」 「社 内 に お け る 環 境 教 育 啓 発

活 動 の 推 進」 「行 動 計 画 に 沿 っ た 取 り 組 み 実 績 報 告」 ｒＣ０，排 出抑 制 対

策」 「産 業 廃 棄 物 のリ サイ ク ル」 「エ ネ ル ギ ー 利 用 の 効 率 化」 ｒ都 市 ガ

ス 利 用 に よ る 省 エ ネ 対 策」 「社 員 の 環 境 意 識 の 高 揚 と 地 域 環 境 保 全 へ

の 参 画 実 績」 「現 境 保 全 の た め の 技 術 開 発」

‡３＝「社 会 と の 共 生」 「教 育 ・ 啓 発」 「技 術 開 発」 ｒ環 境 に 関 す る 歴 史」 ｒ環

境 負 荷 削 減 の た め に 行 っ て い る 方 策」 「次 年 度 へ の 活 動 の 継 続 性 を 示

す こ と （目 的・
目 標 等）」 「実 質 的 な 活 動 内 容 と 地 球 環 境」 ｒ問 題 の 接

点 （代 用 特 性で 表 現 し て い る）」 「設 計 部 門 の 実 績」
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今 後 の 重 点 記 載 項 目 （複 数 回 答； 上 位 ３ 位） （カ ッ コ 内 回 答 数）

流 通 （８ 社）

第 １ 位 ： 財 務 情 報 （３）

第 １ 位 ： 事 務 所 の 環 境 負 荷 削 減 の 目 標 （３）

第 ３ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 目 標 （２）

生 協 （７ 社）

第 １ 位 ： 財 務 情 報 （５）

第 ２ 位 ： 環 境 マ ネ ジ メ ン ト、 環
境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （３）

第 ２ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （３）

製 造 （２２ 社）

第 １ 位 ： 環 境 行 動 計 画 （８）

第 ２ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （５）

第 ２ 位 ： 事 務 所 の 環 境 負 荷 削 減 の 実 績 （５）

電 力 ・ ガ ス （８ 社）

第 １ 位 ： 現 業 部 門 の 環 境 負荷 削 減 の 目 標 （３）

第 １ 位 １ 事 務 所 の 環 境 負 荷削 減 の 目 標 （３）

第 ３ 位 ： 環 境 行 動 計 画 （２）

建 設 （６ 社）

第 １ 位 ： 環 境 マ ネ ジ メ ン ト、 環 境 マ ネ
ジ メ ン ト シ ス テ ム （３）

第 １ 位 ： 第 三 者 認 証 （３）

第 １ 位 １ 法 律 遵 守 情 報 （３）

リサイ クルの費用にっ いて細 目や計算方法な ども含めて 開示さ れている事例 がみられた。

これ らの回答 が何 に由来す るのか、 今後検討 したい もので ある。 ただ、 これらの回答は回答

者個人の感触な のか 企業としての回答か判断 しづ らいと ころ があ る。 ま た、 今後の記載項目の

内容は、 環境報告書 の読み手の情報二一 ズによって も変わりうる。 個 人的には、 この回答結果

は現時点での 「担当 者の意欲」 として留意するにと どめ てお いたほう がよいように思われる。

８． 公 表 し た 桔 果、 良 か っ た 点

環境 報告 書公表企 業に、 環境 報告書 を公表 して良 かった 点を尋ね たとこ ろ （複数回 答可）、

「社 内 で の 理 解 が 深 ま っ た」 と の 回 答 が、 全 社 の 回 答 の ９２．２％ と 最 も 多 か っ た。 次 に 「利 害 関

係 者 と の 対 話 が 進 ん だ」 が 同 ５１．Ｏ％ と 高 か っ た。

９． 環境報 告害の今後の発展について

環境報告 書の今後の発展について どのように感 じているかを把握するために、 （１） 環境報

告書の 外部監査につ いて・ （２） 環 境
パフォ ーマ ンスの報告について・（３） 環境報告書の表彰

制 度にっ いて、 （４） 環境報 告書 の標準化・法制化について、 環境報告書の作成の有無に
かか

わ らず、 自由に記述してもらった。 いずれの話
題も、 環境報告書未作成の

企業も含めて積極的

に 回答があった。 環境報告書の今後の課題 につ いての関心の高さが窺え 孔

ただ、 それぞれの話題についての回答 は、 あえて分類すれ
ば 「賛成」 「どちらかといえば賛

成」 「どちらかといえ ば反対」「反対」「その他意見等」「不明」 のいずれかに収められるが、 回
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答の内容は、 担当者個人の意見か企業と して の意見か見極めにくいうえ、 回答の多くが複数 書

かれてい 孔 回答内容は・ 今後に調査等 に活用す ることとしたい。

皿 その他の調査結果

調 査 票 ２ で は、 さ ら に グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー と 環 境 報 告 書 に つ い て し ぼ っ た ア ン ケ ー ト

（Ａ ４ 判 ３ ぺ 一 ジ） を 行 っ た。 設 間 は 以 下 の と お り で あ る。

＊ 環 境 報 告 書 は グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て 有 用 か

＊前間の回答理由 （自由回答）

＊現在および今後の環境報告書における一 般消 費者向けの製品・サー ビスに関する記載項 目

（複数回答）

＊ 環境報告書への グリー ンコ ンシューマー／消 費者からの反響 （自由回答）

＊ 環境報告書と グリー ンコ ンシューマー／消費 者つ いての意見 （自由回答）

＊ 製品・サー ビスの環境仕様書の公表予定 につ いて

＊ 製 品 ・ サ ー ビ ス の 環 境 負 荷 に 関 す る ガ イ ド ブ ッ ク に つ い て の 意 見

＊ 製 晶 ・ サ ー ビ ス の 環 境 負 荷 に つ い て グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー ／ 消 費 者 に 望 む こ と

流 通 ・ 生 協、 家 電、 目 動 車 ど の 業 種 で も・ 「環 境 報 告 書 は グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ ー に と っ て

有 用 な ツ ー ル で あ る」 と の 回 答 が も っ と も 多 か っ た。

ま た、 環境 報告書の
ベ ンチ マーキ ング抽出、 環 境報 告書に記 載確認 について の企 業見学 も

行 っ た。

こ れらを総合した議論は、 調査メ ン
バーの中で も意 見が分かれた。 しかし、 環境報告書が日

本企 業にとっては発展途上の分野であるため、 現 時点 で結論を急いで出すことは避けたほうが

よ い と の 合 意 を 得 て、 今 後 の 課 題 と し た。

１Ｖ 環境報告害研究の今後の課題 一 むすぴに代えて

最後 に、 私見ではあるが、 今後の環境報告書の研究 にお ける課題にっ いてまとめてみたい。

実 際の 環境 報告書の記載や現場見学の感触 も勘案す ると、 ま だ日本企業の環境報告書のほと

ん どは、 担当 作成者の意欲の割に実際の企業の環境
パ フォ ーマ ンスやそ の改善の進展状況等が

き っ ち り と 報 告 さ れ て い な い よ う に 思 わ れ る。 こ の ひ と つ の 要 因 は、 情 報 公 開 に 関 す る 日 本 の

保守 的な 社会風土ではないだろうか。 日本企業の多く にと って、 情報公開即
バッシン グとなる

と の イ メ ー ジ が 強 く、 特 に 数 値 情 報、 そ れ も ネ ガ テ ィ
ブ な 事 故 や 罰 金、 あ る い は 化 学 物 質 の 排

出量 等の情報公開 に踏み切った環境報 告書は皆無に 近い３）。 現状 の環境報告書の 記載項目や内

容に落ち 着いた社内での意思決定 プロセス、 社会要因 につ いて、 より深い分析も必要と思われ
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る
。

ただ、 環境報告書は営業報告書
より 多様な読者を対象と している。 こ れは環境 問

題の利 害関

係 者が多様であることによると思 われる。

さ ら に、 一 方 的 に 良 い
企 業 イ メ ー ジ を 伝 え る ツ ー ル と い う よ り は、 双 方 向 性 を 高 く 意 図 し た

ツ ー ル と し て 考 え て お り、 照 会 先 の
ＴＥＬ／ ＦＡＸ， Ｅ－Ｍ ＡＩＬ を 入 れ る 企 業、 フ ィ ー ド

バ ッ ク 用

の ＦＡＸ シ ー ト を 綴 じ こ む 企 業、 環 境 報 告 書
を イ ン タ ー ネ ッ ト で 提 供 す る 企 業 も 増 え て い く と

思 わ れ る。 こ の 意 味 で 企 業 の 環 境 報 告 書 の 充 実 に つ い て は、 読
み 手 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク が、

環 境 報 告 書 の 発 展 に と っ て 大 き な 役 割 を 果 た し う る よ う に 思 わ れ る。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 本

来双方向の 関係 であり、 環境報告書の読者
が感想
、 提 案、 要

望等を企業に戻すことが、 環境報

告 書 の 発 展 に と っ て 重 要 で あ る。

今後 も、 企業との対話をさまざまな機会を とらえて重ね、 環境報告書の
充実に関する研 究活

動 を 行 っ て い く こ と と し た い。

注

１） グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム は、 環 境
監 査 研 究 会 と バ ル デ ィ ー ズ 研 究 会 の 合 同 プ ロ

ジ ェ ク

トで あ る 「環 境 報 告 書 を 読 む プロ ジェ ク ト」 の 解 散 後、 参 加メ ン バ ー が そ の 後 も 環 境 報 告 の 研 究 を 行

う た め に 設 立 し た 団 体 で あ る。 ま た、 グ リ ー ン コ ン シ ュ
ー マ ー 研 究 会 は バ ル デ ィ ー ズ 研 究 会 の 分 科 会

の ひ と っ で あ る。

２） 『環境 報 告 書 の 現 状 と 課 題 一 グリ ー ンコ ン シュ ー マ ー に よ る パ フ ォ ー マ ンス 評 価 の た め に」 グリ ー

ン コ ン シ ュ ー マ ー 研 究 会、
グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム、

１９９８ 年 ８ 月
。
入 手 希 望 の 問 い 合 わ

せ な ど は、 ＦＡＸ０３－５７０３－０６９８ （グ リ ー ン コ ン シ ュ
ー マ ー 研 究 会 代 表 世 話 人 の 緑 川 芳 樹 氏） ま で お

願 い い た し ま す。

３） 調 査 時 点 で は皆 無 に近 か っ た が、 本 稿 執 筆 時 点 で は、 化 学 物 質 の 種 類 ご との 排 出 量 報 告 を 開 示 す る

環 境 報 告 書 や ＩＳＯ１４００１ の 要 求 項 目 に 準 じ て 苦 情 件 数 な ど ネ ガ テ ィ ブ報 告 を 含 め た 環 境 報 告 書、 ま た、

工 場 ご との 化 学 物 質 排 出 濃 度 を 開 示 し て い る 環 境 報 告 書 な ど、 独 自 の 報 告 を 盛 り 込 む 環 境 報 告 書 が 姿

を 現 わ して き て い る。 従 来、 日 本企 業 に は 「横 並
び」 志 向 が 強 い が、 環 境 報 告 書 は そ れ を 越 え る 可 能

性 を 大 き く 秘 めて い る こ と を 期 待 で き る。


